
１ 生徒指導全体計画

学校教育目標

関 係 諸 法 令 本校の校風・伝統
考える子，やさしい子，元気な子，やりぬく子を育てる教育の推進

基 本 目 標 生徒指導の目標 目指す子供像
[基本目標から] [目指す子供像から]

○ 学級担任を中心に，学校全体 ◯ 児童の日常生活の ○ 考える子
による指導を推進する。 実態を把握し，全職員 ○ やさしい子

○ 教科・道徳・特別活動等の充 が一丸となり「一人一 ○ 元気な子
実を図り,それぞれの領域の中で 人の心に届く生徒指 ○ やりぬく子
生徒指導の機能を果たす。 導」の展開に努める。

○ 個に応じた指導を有効にする
ために児童との心の交流を深め
る。

生徒指導の重点目標及び課題

１ いじめや不登校の早期発見と適切な指導の徹底に努める。
２ 生徒指導態勢の確立に努める。
３ 積極的生徒指導の面から教育環境整備に努める。
４ 基本的生活習慣の定着を図り，特に学業指導の徹底に努める。
５ 心の充実を図るために，家庭・地域・関係機関との連携の強化に努める。

教育相談 特別活動 読書指導 生活指導

目 標 目 標 目 標 目 標

○ 一人一人の子供の姿 ○ 望ましい集団活動を ○ 読書の楽しさを知り， ○ 日常生活における基本
を正しくとらえ，子供 通して，協力してより 進んで本を読もうとする 的な生活習慣の確立・定
の健全な育成を図る。 よい生活を築こうとす 子供の育成を図る。 着を図る。

る自主的・実践的態度
を育てる。

努 力 点 努 力 点 努 力 点 努 力 点

学 専 定 児 自 ク 学 情 図 図 読 読 あ 正 登
校 門 期 童 発 ラ 校 報 書 書 書 書 い し 下
態 機 相 が 的 ブ 行 教 室 室 指 活 さ い 校
勢 関 談 主 ・ 活 事 育 設 利 導 動 つ 言 時
の や を 体 自 動 へ 及 営 用 の を 先 葉 間
確 保 充 的 主 へ の び の の 工 通 手 遣 ・
立 護 実 に 的 の 積 教 充 充 夫 し 運 い 始
と 者 さ 活 な 自 極 育 実 実 と て 動 の 業
共 と せ 動 活 主 的 の や を 充 豊 の 徹 終
通 の る す 動 的 な 指 読 図 実 か 推 底 業
理 連 る を 運 取 導 書 り を な 進 に 時
解 携 学 目 営 組 の 環 望 図 心 を 努 刻
に を 級 指 ・ を 研 境 ま り の 図 め を
努 密 活 し 自 促 究 の し 読 育 る る 厳
め に 動 た 発 し を 整 い 書 成 守
る す の 児 的 望 深 備 図 習 を さ

る 充 童 で ま め に 書 慣 図 せ
よ 実 会 協 し 実 努 室 を る る
う を 活 力 い 践 め 利 身
に 図 動 的 集 を る 用 に
す る の な 団 図 の 付
る 充 活 行 る 態 け

実 動 動 度 さ
を の を を せ
図 育 身 育 る
る 成 に て

を 付 る
図 け
る さ

せ
る



⑴ 校内生徒指導組織図

企画委員会 生活指導 児童会活動

校長 教頭 生徒指導部会 特別活動 学校行事

職員会議 心の教育 教育相談 学級活動

推進委員会

読書指導 クラブ活動

ア 連絡系統及び指導態勢(平常時)と共通理解事項

校長 教頭 生徒指導主任 担任

・ 学級内の問題については，問題の大小に関わらず，校長・教頭・生徒指導主任に口頭あるい

は文書で報告する。（緊急を要する場合は，学校長に先に報告を行う。）

イ 問題発生時の連絡系統

問 題 発 生 発見者（連絡を受けた者）

教頭 校長

専門緒機関 生 徒 指 導 主 任

全 校 職 員

担 任

家 庭

・ 外部からの電話等による情報提供に対しては，直ちに教頭または生徒指導主任に取り次ぐようにする。



２ いじめ防止全体計画

学校教育目標

関係諸法令 本校の校風・伝統
考える子，やさしい子， 気な子，やりぬく子 育てる教育の推進

基本目標 [基本目標から] 生徒指導の目標 [目指す子供像から] 目指す子供像

○ 学級担任を中心に，学校全 ◯ 児童の日常生活の実態を把 ◯ 考える子
体による指導を推進する。 握し，全職員が一体となって ◯ やさしい子

○ 教科・道徳・特別活動等の 「一人一人の心に響く生徒指 ◯ 元気な子
充実を図り，それぞれの領域 導」の展開に努める。 ◯ やりぬく子
の中で生徒指導の機能を果た
す。

○ 個に応じた指導を有効にす いじめ防止の目標
るために児童との心の交流を
深める。（心の教育推進委員会） いじめや不登校児の早期発見と適切な指導の徹底に努める。

全体で取り組むべき具体的対策

１ 学期 1回，学校生活アンケートを実施し，児童のいじめの実態の把握と解決を図る。
（保健領域の調査等と関連をもたせて実施）
２ 学級通信等を利用し，いじめ防止の家庭への啓発を推進する。
３ 研修を通していじめへの職員の共通理解と対応方法を確立する｡

教育相談 特別活動 読書指導 生活指導

目 標 目 標 目 標 目 標

○ 一人一人の子供が ○ 望ましい集団活動を通 ○ 読書の楽しさを知り， 学校・家庭・地域
個性を十分発揮でき して，集団の一員として 進んで本を読もうとする で，楽しく生活して
るよう，いじめへの 協力し合える人間関係つ 子供の育成を図り,豊かで いくために必要な態
不安や悩みの解消に くりに努める｡ 優しい心の育成に努める｡ 度や基本的生活習慣
努める｡ を身に付けさせる。

具 体 策 具 体 策 具 体 策 具 体 策

○ 学校生活アンケート ○ 話合い活動，クラブ活 ○ 学年の発達段階に合わせ ○ 学校生活アンケート
を基に子供の悩みを把 動，係活動，委員会活動 て「いじめ」に関する本の の内容を検討し，実施，
握し，教育相談で子供 などを通して，個性の発 読み聞かせ等を行う。 集計をする。その結果
への共感的理解と受容 揮を図るために，お互い を基に，対応策を検討
の立場を取りながらそ 認め合うような相互評価 して全体に図る。
の解決にあたる。 を必ず取り入れる｡

保健的活動 創意ある活動 人権同和教育

具 体 策 具 体 策 具 体 策

○ 心身共に健康な生活 ○ 体験活動を通して，素直 ○ 誰に対しても分け隔
を送れるように支援し に感動する心を育てる。 てなく行動し，仲間と
ていく。 ・ 栽培活動 のつながりを強める。

・ 登校状況 ・ 地域行事への参加 ・ 標語の校内掲示
・ 保健室の利用状況 ・ ボランティア活動 ・ 人権同和教育の視点
・ 悩み相談 に立った授業の実践

家庭・地域

地域社会 ＰＴＡ 関係機関・団体

○ 子供の健全育成を目指し ○ 早期発見・早期解決のために ○ 早期発見・早期解決のた
て，よりよい環境づくりを 学校との連携を密にすると共 めに，必要に応じて，教育
進めると共に，「地域みんな に，日頃から子供との会話のあ センター，児童相談所，民
の子供」という視点に立っ る温かい親子関係を築く。 生委員等関係機関との連携
た指導を推進する。 を図る。



伊佐市立本城小学校 いじめ防止基本方針 
 

  

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【年間計画】              ※ 月1回のいじめ対策委員会（心の教育推進委員会を兼ねる）の実施 

月 月 目 標 計画及び評価 実態把握等 各教科・道徳・特別活動等 児童会活動 情報モラル関連 教育相談 職員研修 

４ 
友だちと仲よくあそぼう 

年間及び 1 学期の活動計画
の検討 
取組評価アンケートの作成 

(学校)いじめアンケート 
「いじめ問題を考え
る週間」実施 

いじめ標語
作成 

各教科における
指導計画の確認 

家庭訪問 
個別面談 
(学Ｐ) 

学校基本方針確認 
人権同和教育研修 

５ 友だちの良いところを探そう 実態に基づいた対応策検討 （学校）いじめアンケート 人権集会  (保護者)全体指導 
個別面談(随
時) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

６ 友だちのことをもっと知ろう アンケート内容等検討 （学校）いじめアンケート   (児童)全体指導 
校内人権旬
間 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

７ いじめについて考えよう 取組評価アンケート実施 （学校）いじめアンケート   
携帯・ネット利用
実態調査 

個別面談 
(学Ｐ) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

８ いじめについて考えよう 
アンケート集計，取組検証 
2学期活動計画検討・作成 

（学校）いじめアンケート    個別面談 
市人権同和教育研
修会参加 

９ 友だちと協力し合おう 実態に基づいた対応策 (県)いじめアンケート 
「いじめ問題を考え
る週間」実施 

  
個別面談 
(学Ｐ) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

10 友だちにやさしくしよう  （学校）いじめアンケート     人権同和教育研修 

11 差別について考えよう 取組アンケート実施,集計 （学校）いじめアンケート 人権集会 
いじめ標語
作成 

 
教育相談・校
内人権旬間 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

12 人権について考えよう アンケート集計・取組検証 （学校）いじめアンケート    
個別面談 
(学Ｐ) 

生徒指導事例研修 

１ 

命について考えよう  (県)いじめアンケート 

「いじめ問題を考え
る週間」実施 
道徳全学年｢友情・信
頼」 

保健委員会
発表 

「心の健康」 

携帯・ネット利用
実態調査 

個別面談 
(学Ｐ) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

２ 
自分らしさを考えよう 取組アンケート実施,集計 （学校）いじめアンケート 人権集会   

個別面談 
校内人権旬
間 (随時) 

具体的な対応の在
り方(事例をもとに) 

３ 1年間をふり返ってみよう 
アンケート結果検証 
次年度活動計画作成 

（学校）いじめアンケート    
個別面談 
(学Ｐ) 

生徒指導事例研修 

家庭・地域との連携 

〇 学級ＰＴＡ，ＰＴ
Ａ総会，家庭訪問等
の活用 

〇 校区コミュニティ
協議会（青少年健全
育成協議会） 

〇 民生・児童委員 

関係機関等との連携 

〇 市教育委員会 
〇 警察 
〇 児童相談所 
〇 市町村福祉部局 
〇 校区コミュニテ
ィ協議会 

 

・県教育委員会（指導主事の派遣及び助言） ・いじめ問題対応チーム（派遣及び助言） ・警察 ・児童相談所 
・市福祉事務所 ・スクールカウンセラー(SC) ・スクールソシャルワーカー(SSW) ・学校ネットパトロール 等 

【いじめの防止】 
・教職員の取組・・・「いじめ０」運動の広報・啓発（児童に対して…朝や帰りの会，全校朝会での指導，保護者に

対して…ＰＴＡ総会，地域ＰＴＡ，学級ＰＴＡでの依頼等）日頃の児童観察と，即時対応 
                    諸体験活動を活用した人間関係づくり 
・児童の取組・・・児童会等での「いじめ根絶」に向けてのポスターや標語作り 
・保護者の取組・・・「おやじの会」や学級ＰＴＡ等での保護者間の連携      

【いじめの早期発見】 
・教職員の取組・・・毎月のアンケート，個別面談（児童・保護者）の実施 

情報の共有と共通理解を図る。（日ごろの観察や日記等を通しての情報収集） 
          児童や保護者との信頼関係の構築（師弟同行：ボランティア等，保護者との情報の共有） 
・児童の取組・・・気付いたことを保護者や教師に，迅速に報告・相談 
・保護者の取組・・・教育相談等での担任や学校への連絡・相談 

【いじめに対する措置】 
・教職員の取組・・・被害者，加害者への適切なケア及び指導 

臨時職員会議等での検討と保護者会の開催による保護者との連携強化 
・児童の取組・・・学級活動や児童総会を通しての「いじめ根絶」に向けての学級内や異学年間での話合い 
・保護者の取組・・・保護者会等の開催による，「いじめ根絶」対策の検討・実施 

諸機関との連携 

【学校教育目標】 
考える子，やさしい子，元気な子，やりぬく子を育てる教育の推進 

【いじめ対策委員会】（心の教育推進委員会が兼ねる） 

※ 年間計画の作成，実行・検証・修正の中核をなす。 

〇 目的 

年間を通した取り組み等について検討し，実際に活動を行う
中で検証を行い，次年度の計画作成を行う。 

〇 組織構成 

  管理職，三主任，担任，人権同和教育担当者，養護教諭，そ
の他必要に応じた関係者及び外部専門家で構成する。 

い じ め ０ に向 け ての 取 組 


